
８・２０ 毘沙門台土砂災害報告会開催 

自主防災会連合会 

平成２６年１１月１６日 ＰＭ１：３０より毘沙門台小学校体育館において

今回の土砂災害報告会を毘沙門台学区社協と主催、毘沙門台３町内会の共催を 

いただき、開催をいたしました。 

 ２３０人を超える、多くの町内の方に御参加戴きました。 

皆様の安全･安心への関心も強く、大盛況で終わる事が出来ました。 

   
 

◎ 自主防災会より今回の毘沙門台に於ける災害箇所の報告、写真の展示。 

避難所運営に関する報告の他、災害復旧の進捗、現状についての報告の後に 

今回の教訓と検討課題について、これから町民が一体となって、防災に向けて

の方向性を提示させていただきました。 

 

◎ 木村毘沙門台町内会長よりは毘沙門台町内会に於ける災害箇所及び復旧状

態の現状の説明。 

又学区集会所を一時避難所として使用された経緯等の説明。 

 

◎ 西木第２毘沙門台町内会長より３丁目の土石流により大量の土砂、ゴルフボ

ールがバス通りに流れ出ており、除去の為に早朝より近所の方、多くの町内

のボランティアの方により取り除き、一時的な清掃が出来た事。 

９月１５日には町内にあった山積の土砂の撤去が完了したので、町民の多く

と、毘沙門台町内会の方の応援を含め１００人を超える方で道路の清掃を行

い町内は現状回復が出来たとの報告がありました。 

 

◎ 岩渕毘沙門台東町内会より避難時に於ける東２丁目の方のブロック全体で

の集団行動により助け合いは、よく世間で言われている共助のお手本となる

行為で他の地域の方よりも賞賛されています。 



近隣の方との連携がいかに大切かを実感したとの報告。 

家庭の固定電話では停電及び家屋の災害で使用不能になり、携帯電話での連

絡網の構築が必要である。 

８月２４日の町内清掃には毘沙門台小学校の教員の方の応援も含め３５０人

の多く方に参加いただき、当団地の団結力を実感したとの報告。 

 

◎ 学区社協顧問の佐々木弘司氏（広島県議会議員）より今回の広島県の全体の

災害状況の説明と県の把握している資料の提供。又これからの公的機関の復

旧計画の実施予定状況について説明。 

  
◎ 学区社協理事の丸山信幸氏（広島県職員ＯＢ）より毘沙門台に於ける細部の

復旧計画、実施予定の説明。（３箇所工事予定）インターネットにより自分

自身で確認可能な防災メール・ハザードマップ・災害危険地域・毘沙門台の

雨量計の確認方法等の説明（フローチャートの配布）。 

 

各担当の方よりの報告の後に参加者の方の質問に佐々木氏より現状で確認でき

ている範囲での回答を戴き、午後３時４０分に報告会は終了いたしました。 


